
東京都北区議会 

平成 20 年第 1 回定例会で可決した意見書・決議 

 

 

・ 身近な地域で安心して出産ができる助産所の存続を求める意見書  

・ 地デジ放送の受信対策の推進を求める意見書 

・ 中小企業底上げ対策の一層強化を求める意見書 

・ 輸入食品の安全確保に関する意見書 

・ 薬剤および医療材料価格の適正化など医薬行政の改善を求める意見書  

・ 労働者派遣法の改正を求める意見書 

・ 独立行政法人国立印刷局東京病院の機能存続に関する決議 



 

 

身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
出
産
が
で
き
る
助
産
所
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書 

  
二
〇
〇
七
年
四
月
、
改
正
医
療
法
第
十
九
条
が
施
行
さ
れ
、
助
産
所
の
開
設
者
が
嘱
託
す
る
医
師
と
病

院
ま
た
は
診
療
所
を
定
め
る
規
定
が
強
化
さ
れ
た
。
改
正
は
、
出
産
の
異
常
時
や
救
急
時
な
ど
に
お
け
る

母
子
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
趣
旨
だ
が
、
現
実
に
は
、
産
科
医
師
、
地
域
の
産
科
病
院
や
診
療
所
が

不
足
す
る
な
か
、
助
産
所
が
嘱
託
す
る
医
師
や
病
院
を
個
人
で
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

問
題
は
、
本
来
機
能
す
べ
き
地
域
の
医
療
体
制
、
助
産
師
を
包
含
し
た
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
や
妊
産
婦
・
新
生
児
の
救
急
搬
送
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
助
産

所
は
新
た
な
開
業
は
も
と
よ
り
、
現
在
開
業
し
て
い
る
助
産
所
の
存
続
さ
え
困
難
に
な
る
。 

 

出
産
の
八
割
は
正
常
分
娩
で
あ
り
、
助
産
師
が
正
常
分
娩
を
担
え
る
こ
と
は
、
日
本
の
母
子
保
健
の
歴

史
、
お
よ
び
助
産
師
を
十
分
に
活
用
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
英
国
な
ど
で
証
明
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
出
産
は
病
院
や
診
療
所
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
助
産
所
は
妊
産
婦
に
寄
り
添
っ

た
出
産
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
子
育
て
支
援
を
行
う
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
身
近
な

地
域
に
お
い
て
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
助
産
所
を
失
う
こ
と
は
、
女
性
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も

大
き
な
損
失
で
あ
り
、
政
府
も
各
所
管
に
弾
力
的
な
指
導
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
全
国
の
助
産
所
が
閉
鎖
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
緊
急

事
態
、
お
よ
び
産
科
医
師
、
助
産
師
、
産
科
病
院
・
診
療
所
・
助
産
所
が
不
足
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

左
記
事
項
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

記 

 

一
、
改
正
「
医
療
法
」
第
十
九
条
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
弾
力
的
な
運
用
を
一
層
図
る
こ
と
。 

二
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
附
帯
決
議
（
二
〇
〇
六
年
六
月
十
三
日
）
に
基
づ
き
、
国
お
よ
び
地
方

自
治
体
が
、
責
任
を
も
っ
て
助
産
所
の
嘱
託
医
・
嘱
託
医
療
機
関
を
確
保
す
る
こ
と
。 

三
、
国
は
、
各
都
道
府
県
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
の
中
核
病
院
や
公
的
医
療
機
関

が
助
産
所
や
診
療
所
か
ら
の
救
急
搬
送
を
円
滑
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
適
宜
適
切
な
支
援
を
講
ず

る
こ
と
。 

四
、
国
は
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
助
産
師
養
成
枠
の
増
加
と
、
質
の
高
い
助
産
師
教
育
を
促
進
す
る
こ

と
。 

  

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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地
デ
ジ
放
送
の
受
信
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書 

 
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
は
、
既
に
一
昨
年
全
都
道
府
県
・
全
放
送
事
業
者
の
親
局
に
お
い

て
放
送
が
開
始
さ
れ
、
政
府
に
お
い
て
も
「
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
の
た
め
の
行
動
計
画(

第
八
次)

」
を
策

定
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
期
限
の
平
成
二
十
三
年
七
月
ま
で
の
最
終
段
階
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

七
次
に
わ
た
る
関
係
者
の
行
動
計
画
に
よ
り
、
普
及
計
画
の
目
標
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
残

さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
は
放
送
事
業
者
側
及
び
視
聴
者
側
と
も
に
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今

後
三
年
間
で
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
に
未
対
応
の
世
帯
も
含
め
、
完
全
移
行
の
た
め
普
及
世
帯
や

普
及
台
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
事
業
と
考
え
る
。 

と
り
わ
け
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
う
視
聴
者
の
負
担
問
題
に
つ
い
て
は
、
経
済
弱
者
へ
の
支

援
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
視
聴
者
の
デ
ジ
タ
ル
受
信
器
購
入
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
、
共
聴
施
設
の

改
修
等
具
体
的
行
動
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、
支
援
す
る
方
策
が
求
め
ら
れ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
平
成
二
十
年
度
予
算
案
に
計
上
さ
れ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
関

係
予
算
の
着
実
な
執
行
と
併
せ
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
、
政
府
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
。 

 

記 

 

一
、
視
聴
者
側
の
受
信
環
境
整
備
に
伴
う
負
担
軽
減
の
た
め
の
方
策
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
経

済
的
弱
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
内
容
を
検
討
・
決
定
す
る
こ
と
。 

二
、
今
後
、
地
デ
ジ
放
送
に
関
す
る
相
談
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
「
地
域
相

談
・
対
策
セ
ン
タ
ー
」
を
各
都
道
府
県
毎
に
整
備
し
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
。 

三
、
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
整
備
や
辺
地
共
聴
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の
過
度
の
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
放
送
事
業
者
等
と
の
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
体
負
担
の
場
合
の
支
援
策
に
つ
い
て
新
設

も
含
め
拡
充
す
る
こ
と
。 

四
、
都
市
受
信
障
害
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
実
情
を
把
握
の
上
、
良
好
な
受
信
環
境
の
整
備
を
図
り
、

情
報
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

永 

沼 

正 

光 

  

内
閣
総
理
大
臣 

 

福 

田 

康 

夫 

殿 

総

務

大

臣 
 

増 

田 

寛 

也 

殿 



 

 

中
小
企
業
底
上
げ
対
策
の
一
層
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

 
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
原
油
・
原
材
料
の
高
騰
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
以
来
の
記
録
的
な
価
格
と
な
る
一
方
で
、
親
事
業
者
へ
の
納
入
価
格
・
公
共
事
業
体
の
落
札
価
格
は
低

迷
を
続
け
る
な
ど
、
「
下
請
け
い
じ
め
」
「
低
価
格
入
札
」
が
横
行
し
中
小
企
業
は
い
ま
や
危
機
的
状
況

に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
昨
年
十
二
月
、
福
田
総
理
は
「
原
油
高
騰
・
下
請
け
中
小
企
業
に
関
す
る
緊

急
対
策
関
係
閣
僚
会
議
」
を
二
回
開
催
し
、
関
係
省
庁
に
対
し
て
、
原
油
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企

業
に
所
要
の
緊
急
対
策
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

深
刻
な
影
響
を
蒙
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
政
府
が
と
っ
た
一
連
の
措
置
に
つ
い
て
は
一
定
の
評
価
を

す
る
も
の
の
、
今
回
の
緊
急
措
置
が
場
当
た
り
的
な
対
策
に
終
始
し
な
い
よ
う
、
今
後
は
、
中
小
企
業
に

お
け
る
金
融
支
援
策
の
強
化
や
経
営
指
導
を
効
果
的
に
行
う
相
談
窓
口
体
制
の
構
築
な
ど
、
中
小
企
業
底

上
げ
に
対
し
て
一
段
と
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
わ
が
国
企
業
の
九
十
九
％
を
占
め
日
本
経
済
を
下
支
え
す
る
中

小
企
業
が
健
全
な
経
営
環
境
を
取
り
戻
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
中
小
企
業
底
上
げ
対

策
の
一
層
強
化
を
は
か
る
よ
う
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。 

 

記 

 

一
、
中
小
企
業
再
生
支
援
法
制
の
強
化
と
と
も
に
、
予
約
保
証
制
度
の
導
入
、
売
掛
債
権
の
早
期
現
金
化

な
ど
中
小
企
業
資
金
繰
り
円
滑
化
の
周
知
を
図
る
こ
と 

二
、
原
油
高
を
受
け
価
格
転
嫁
が
で
き
ず
苦
し
む
中
小
企
業
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
の
整
備
を
す

る
こ
と 

三
、
公
正
な
取
引
を
実
現
す
る
た
め
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
を
厳
格
に
運
用
す
る
こ
と 

四
、
下
請
適
正
取
引
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
を
行
う
こ
と 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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輸
入
食
品
の
安
全
確
保
に
関
す
る
意
見
書 

 
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
に
よ
る
中
毒
事
件
発
生
に
よ
り
、
輸
入
食
品
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
根
底

か
ら
揺
ら
い
で
い
る
。 

現
在
、
わ
が
国
の
食
料
の
輸
入
依
存
度
は
六
割
を
こ
し
、
食
品
輸
入
件
数
は
一
九
九
〇
年
の
六
十
七

万
九
千
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
六
年
で
百
八
十
五
万
九
千
件
と
、
三
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
。 

一
方
、
現
在
の
輸
入
食
品
の
検
査
体
制
が
極
め
て
不
十
分
な
実
情
か
ら
、
人
員
体
制
の
強
化
を
早
急

に
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
現
在
の
輸
入
食
品
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
は
検
査
結
果
が
出
る
前
の
流
通
を
認
め
て
い
る
た

め
、
食
品
汚
染
を
発
見
し
て
も
、
食
卓
へ
届
い
た
後
と
い
う
事
態
と
な
っ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
輸
入
食
品
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
生
産
過
程
の
チ

ェ
ッ
ク
や
食
品
衛
生
法
の
運
用
強
化
、
及
び
輸
入
食
品
の
検
査
率
の
引
き
上
げ
や
人
的
体
制
を
含
め
、

輸
入
時
の
検
査
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
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十
年
三
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二
十
一
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薬
剤
お
よ
び
医
療
材
料
価
格
の
適
正
化
な
ど
医
薬
行
政
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書 

  

人
口
の
高
齢
化
や
医
学
・
医
療
の
進
歩
、
新
技
術
の
導
入
、
お
よ
び
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
、
医
療
費

の
増
嵩
に
は
い
わ
ゆ
る
「
自
然
増
」
の
側
面
が
あ
り
、
わ
が
国
の
医
療
費
は
三
十
二
兆
円
を
超
え
た
。
政

府
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
な
ど
、
医
療
費
の
縮
減
を
求
め
て
い
る
。 

 

医
療
費
三
十
二
兆
円
の
内
、
約
七
兆
円
が
薬
剤
費
に
約
二
兆
円
が
医
療
材
料
費
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
医
療
費
の
三
分
の
一
弱
を
占
め
る
薬
剤
・
医
療
材
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
の
医
薬
行
政

は
十
分
に
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
状
況
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

と
り
わ
け
薬
剤
の
例
を
見
れ
ば
、
内
外
価
格
差
な
ど
の
是
正
に
向
け
た
改
善
が
必
要
で
あ
る
。 

 

こ
の
間
政
府
は
、
医
薬
分
業
の
推
奨
や
薬
価
差
益
縮
小
の
た
め
の
薬
価
の
改
定
と
財
政
的
措
置
を
行
っ

て
き
て
は
い
る
が
、
医
療
費
縮
減
の
効
果
を
上
げ
る
ま
で
に
は
残
念
な
が
ら
至
っ
て
い
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
製
薬
企
業
な
ど
関
連
業
界
へ
の
指
導
強
化
を
含
め
、
薬
剤
や
医

療
材
料
価
格
の
内
外
価
格
差
の
解
消
、
後
発
医
薬
品
の
推
奨
な
ど
、
医
薬
行
政
の
一
層
の
改
善
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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十
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日 

東
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議
会
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長 
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内
閣
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大
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労
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大
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経
済
産
業
大
臣 

 

甘 

利 
 
 

明 

殿 



 

 

労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書 

 
 
 

 
今
日
、
人
間
と
し
て
の
最
低
限
の
生
活
も
保
障
さ
れ
な
い
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
わ
れ
る
世
帯

が
、
六
百
五
十
万
世
帯
に
達
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
日
本
社
会
の
貧
困
と
格
差
の
是
正
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
貧
困
と
格
差
の
背
景
に
は
、
雇
用
や
労
働
環
境
の
悪
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

労
働
者
派
遣
法
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
は
三
百
二
十
一
万
人
に
達
し
、
一
九
九
九
年
に
派

遣
対
象
業
務
を
原
則
自
由
化
し
て
以
降
の
八
年
間
で
、
三
倍
に
急
増
し
て
い
る
。 

そ
の
圧
倒
的
多
数
は
、
仕
事
が
あ
る
時
の
み
雇
用
さ
れ
る
「
登
録
型
派
遣
」
や
「
日
雇
い
派
遣
」
労

働
者
で
あ
り
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
雇
用
と
低
賃
金
の
も
と
に
お
か
れ
、
疾
病
や
事
故
に
対
す
る
備
え

が
な
い
、
結
婚
や
子
育
て
、
将
来
へ
の
見
通
し
が
持
て
な
い
等
の
困
難
な
状
況
に
あ
る
。 

二
重
派
遣
の
違
法
を
認
め
た
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
摘
発
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
開
す
る
の
は
政
治
の
責
任
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
労
働
者
派
遣
法
を
一
九
九
九
年
以
前
に
戻
す
と
共
に
、
登
録

型
派
遣
の
禁
止
や
均
等
待
遇
、
派
遣
先
企
業
の
雇
用
責
任
の
強
化
な
ど
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
行

う
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
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年
三
月
二
十
一
日 
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独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
東
京
病
院
の
機
能
存
続
に
関
す
る
決
議 

 
 
 
 
 
 

  

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
東
京
病
院
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
の
閣
議
決
定
「
独
立
行
政

法
人
整
理
合
理
化
計
画
」
に
お
い
て
、
「
次
期
中
期
目
標
期
間
中
に
他
の
医
療
機
関
等
へ
の
移
譲
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
」
と
さ
れ
た
。 

 

同
病
院
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
地
域
に
開
放
さ
れ
て
以
来
、
十
科
の
診
療
科
目
と
百
三
十
二
床
の
病
床

数
の
も
と
に
、
平
成
十
三
年
に
建
て
替
え
を
行
い
、
最
新
鋭
の
医
療
設
備
を
整
備
し
て
、
幅
広
い
医
療
を

行
っ
て
き
た
。 

 

ま
た
同
病
院
一
帯
は
、
災
害
時
二
万
人
程
度
の
人
々
が
避
難
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
救

援
救
命
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
平
成
十
七
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、
同
病
院
の
診
療
科
目
、
病
床

数
な
ど
の
病
院
機
能
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
区
議
会
は
全
会
一
致
採
択
し
、

国
立
印
刷
局
宛
に
要
望
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

北
区
で
は
そ
の
後
、
東
十
条
病
院
の
閉
鎖
・
廃
院
等
に
よ
っ
て
病
床
数
の
縮
小
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と

は
、
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
。 

 

同
病
院
は
現
在
、
滝
野
川
消
防
署
管
内
で
唯
一
の
救
急
告
示
病
院
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
社
会
が

加
速
す
る
中
、
同
病
院
に
よ
せ
る
地
域
の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
関
係
諸
機
関
が
協
力
し
て
同
病
院
の
診
療
科
目
、
病
床
数
、
救
急
告
示
病
院
と

し
て
の
役
割
を
、
引
き
続
き
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

右
、
決
議
す
る
。 

 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日 
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